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分担研究報告書 

 

世界標準となる International technical guidance on sexuality education2018 のコンセプトを取

り入れた性や生殖に関する教育を含めた女性のライフステージを考慮した健康教育の検討 

 

研究分担者 西岡笑子 防衛医科大学校 医学教育部 看護学科 母性看護学講座 教授 

研究代表者 荒田尚子 国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター母性内科  

診療部長 

研究分担者 井ノ口美香子 慶應義塾大学保健管理センター 准教授 

 

研究要旨：本研究の目的は、国際連合教育科学文化機関（UNESCO）が定める「国際セク

シュアリティ教育ガイダンス（以下「ガイダンス」）」の概念を取り入れた包括的性教育を日

本に取り入れていくために、ガイダンスと日本の文部科学省による小中学校・高等学校の

新学習指導要領を比較し、更に日本の社会的背景、文化等を考慮した教材開発を行うことで

ある。 
 まず、1）2018 年に改定されたガイダンスの翻訳を行い、その後 2）ガイダンスと学習指

導要領の比較を行った。3）教材開発について、令和元年度は、主にレベル１（5〜8 歳）の

教材開発を行った。ガイダンス（1.人間関係、2.価値・権利・文化・セクシュアリティ、3.
ジェンダーの理解、4.暴力と安全の確保、5.健康と幸福のためのスキル、6.人間のからだと

発達、7.セクシュアリティと性的健康、8.性と生殖）、日本の文部科学省による小学校の新学

習指導要領および本研究において開発する教材（まなぶっく）の対比表の作成を行った。ガ

イダンス（3,4）については、レベル 1 およびレベル 4（15〜18 歳）の対比表の作成を行っ

た。ガイダンスと比較し、文部科学省学習指導要領における日本の性教育は、大きく遅れて

いることが明らかとなった。これらにより、4）分担研究者、協力研究者らにより 5 種類の

教材開発を行った。 
来年度行うガイダンス レベル 2（9〜12 歳）～4 についての教材開発にあたっては、現時

点では、当該年齢で行っていない内容も多く含まれていたため、小学校、中学校および高等

学校の教師ら現場の意見も取り入れ、日本の社会的背景、文化等を考慮した教材開発を行う

ことが必要である。 
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本田由佳 国立成育医療研究センター周産

期・母性診療センター母性内科  研究員 

Ａ.研究目的 

国際連合教育科学文化機関

（UNESCO）が定める「国際セクシュア

リティ教育ガイダンス（以下「ガイダン

ス」）」は、若者のリプロダクティブヘルス

（性と生殖に関する健康）の増進を目的と

して、教育および保健当局や関連機関が包

括的性教育のためのプログラムや教材を開

発し、実践することを支援するための手引

書である。このガイダンスは、世界各国の

セクシュアリティ教育に関わる専門家の研

究と実践を踏まえ作成された。2009 年に

初版が出版され、2018 年に改訂版が出版

された。欧米諸国だけでなく、韓国、台

湾、中国においてもガイダンスが参照され

ており、まさに性教育の世界のスタンダー

ドともいえるだろう。日本語版は、初版が

2017 年に出版され、改訂版においては、

現在、埼玉大学教育学部、田代美江子教授

らにより翻訳中である。 
「ガイダンス」の中心となる考え方の主

題として、1.人間関係、2.価値・権利・文

化・セクシュアリティ、3.ジェンダーの理

解、4.暴力と安全の確保、5.健康と幸福の

ためのスキル、6.人間のからだと発達、7.
セクシュアリティと性的健康、8.性と生殖

に関する健康がある。2018 年の改訂版で

は、持続可能な開発目標以下、SDGs）が

改訂版の前提となっており、3.ジェンダー

の理解、4.暴力と安全の確保の主題が追加

された。SDGs が示す新たな開発の枠組み

の中にある 17 のゴールの中で、セクシュ

アル・リプロダクティブ・ヘルス/ライツ

（性と生殖の健康と権利）は特に、目標 3
（健康）および目標 5（ジェンダー平等）

に関連しているが、それぞれのゴールは

2030 年の世界像において関連し合ってい

る。人間の生殖システムや性生活などは目

標 1（貧困）、2（栄養）、4（教育）などに

よって目指されている世界の一部であり、

性・セクシュアリティだけが特別に存在す

ることはできない。 
「ガイダンス」では、対象を４つの年齢

区分（レベル１：5～8 歳、レベル 2：9～
12 歳、レベル 3：12～15 歳、レベル 4：
15～18 歳）に分け、学習内容と学習目標

をそれぞれに設定している。その内容項目

としては、性行動そのものだけではなく、

人間関係（家族、友情、結婚など）や、価

値観、文化、人権など、非常に多岐に渡

り、その中身においても多様性が前提とさ

れている。例えば、家族の項目では、レベ

ル 1 では「家族にはさまざまな種類の家族

が存在する」という内容から始まってい

る。 
本研究の今年度の目的は、「ガイダン

ス」の概念を取り入れた包括的性教育を日

本に取り入れていくために、ガイダンスと

日本の文部科学省による小中学校・高等学

校の新学習指導要領を比較し、更に日本の

社会的背景、文化等を考慮した教材開発を

行うことである。 
 
Ｂ．研究方法およびＣ．研究結果  
1）「International technical guidance o
n sexuality education2018」の翻訳を行
った。（別添資料１: 改訂版 セクシュアリ
ティ教育に関する国際的な技術指導 
エビデンスに基づいたアプローチ 2018) 
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2）ガイダンスと学習指導要領の比較を行
った。 
（図１:日本の教育は国際基準を満たしてい

ない？、別添資料 2：ガイダンスと学習

指導要領の比較） 
 
3）教材開発 
（１）レベル1：令和元年度は、主にレベ

ル１の教材開発を行った。ガイダンス（1
～8）、日本の文部科学省による小学校の

新学習指導要領および教材（まなぶっく）

の対比表を作成した（別添資料3：レベル1
ガイダンスと学習指導要領とまなブック対

比表）。ガイダンス（3,4）については、レ

ベル1およびレベル4にの対比表を作成した

（別添資料4：レベル4ガイダンスと学習指

導要領とまなブック）。 
別添資料3をもとに、ガイダンスレベル1

（1～8）の教材を、母性内科医師、元小学

校教員、助産師、看護師、女性健康科学者

により行った。イラストは、医師、保育

士、助産師、看護師、小学校教員、祖父

母、保護者らの意見を反映し、イラストレ

ーター林ユミ氏を選定し、イラスト作成を

委託した。 

 同時に、別添資料4をもとにガイダンス

レベル4（3,4）の教材を、母性内科医師、

小児科医師、助産師、看護師、女性健康科

学者、公認心理師らにより行った。イラス

トは、医師、助産師、看護師、一般女性ら

の意見を反映し、イラストレーターを選定

し、イラスト作成を委託した。（別添資料

5～9：レベル1まなブック4冊と、レベル

4：性のグラデーション＆スペクトグラム

って知っている？） 
 

Ｄ．考察 

1）翻訳の結果、レベル2～4についての教材

開発にあたっては、現時点では、当該年齢で

行っていない内容も多く含まれていたため、

小学校、中学校および高等学校の教師の意

見も反映しながら作成していく必要がある

と考えられる。 
 
2）国際セクシュアリティ教育ガイダンスと

学習指導要領の比較 
（1）妊娠：ガイダンスでは妊娠の仕組みに

ついては、レベル1、意図しない妊娠や避妊

方法についてレベル2から取り上げられて

いる。その一方で、学習指導要領ではこれら

の内容は高校で取り上げられるが、取り上

げ方は教科書によって異なる。また、意図し

ない妊娠による身体的・社会的な影響につ

いての内容は、より充実させるべきである。 
（2）病気（HPVワクチン）：一般的な性感

染症とその予防法はガイダンスではレベル

2、学習指導要領では中学校で取り上げられ

る。しかし、HPVはがんリスクのある感染

症にも関わらず、記載がない。また、HPVワ

クチンの使用についてはガイダンスでは詳

細に説明があるものの、学習指導要領では

取り上げられていない。さらに、学習指導要

領ではがんについての教育は記載されてい

るものの、女性特有の乳がんや子宮頸がん

については焦点が当てられていない。 
（3）月経：ガイダンスでは女性が月経中快

適に過ごすためのサポートが必要と記載さ

れているが、学習指導要領では、月経につい

て小学校で紹介された後、月経の過ごし方

に関する記述はない。女性の健康の向上と

いう面では、月経の過ごし方まで教育を通
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じ、サポートすべきである。 
（4）ヘルスリテラシー：メディアに対する

リテラシーはガイダンスではレベル1、幼少

期から教育するべきとされているものの、

学習指導要領では高等学校で言及がある程

度である。女性がwebで情報を得ることが増

えている今、正しい情報の選択のためのリ

テラシーにまつわる教育を充実させるべき

である。 
（5）婦人科などサポート機関へのアクセ

ス：ガイダンスではサポートを受けるため

の機関へのアクセスについて詳細に記載さ

れている。一方、学習指導要領では、中学校、

高等学校で医療機関の利用について記載は

あるものの、婦人科など女性の健康増進の

ための利用については記載がない。 
 以上より、ガイダンスと比較し、文部科学

省学習指導要領における日本の性教育は、

大きく遅れているといえる。 
 
Ｅ．結論 
 日本における性（科学）教育は、国際基

準より大きく遅れていることが明らかとな

った。意図しない妊娠、性的搾取、感染症

等、様々なリスクに晒されている子どもや

若者たちが、自身の身を守るための知識、

態度、技術を身に付けていることが必要で

ある。知識、態度、技術を身に付けている

ことは、男女いずれの健康も増進されるた

め教育における環境構築が大切である。 
来年度行うガイダンス レベル 2～4 につ

いての教材開発にあたっては、現時点で

は、当該年齢で行っていない内容も多く含

まれていたため、小学校、中学校および高

等学校の教師の意見も反映し、日本の社会

的背景、文化等を考慮した教材開発を行う

ことが必要である。 
 
Ｇ．研究発表 
1）働く女性の健康増進のためのプロジェ

クト事務局（APCO Worldwide 内）「中

高生・高校生のために今こそ必要な女性

の健康教育」リーフレット 西岡笑子監

修 

https://byl.bayer.co.jp/collaboration/ 
https://byl.bayer.co.jp/html/pdf/collaborat

ion/jyoseinokenkokyouiku.pdf 
別表：国際セクシュアリティ教育ガイダン

スと学習指導要領の比較 
htpps://r.qrqrq.com/YwjmFNO0 
2）齋藤いずみ, 西岡笑子ら. 母性看護学－

母性看護学の概要と最新の動向をわかり

やすく解説－. 放送大学教材,  一般社団

法人 放送大学教育振興会、2020. 
3）齋藤いずみ, 西岡笑子ら. 放送大学 教

養学部 母性看護学（´20）第 4 回 思

春期女性の健康問題と看護  
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図 1 日本の教育は国際基準を満たしていない？（引用：働く女性の健康増進のためのプロ

ジェクト事務局；「中学生・高校生のために今こそ必な女性の健康教育」資料より（2019 年

9 月）） 
 
 


